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事項 計画の概要 推進状況

1

◎　 グローバル・リサーチ ・ネットワーク （広域国際研究協力）の推進（5年
度－）
アジア太平洋地域等我が国を含む広範な地域における研究職関の有機的連
携の下、地球環境問題等の共通的な課題について、国際共同研究を実施。
平成5年度予算　　 科学技術振興礪整費 133 億円の内数
平成6年度予算　　 科学技術振興調整費 155 億円の内数

◎　 環境観測技術衛星 （A D E O S －Ⅱ）の研究開発の実施（5年度－）
地球環境問顔に対処し、地球観測プラットフォーム技術衛星 （A D E O S
）一による地球環境観測を継承 ・発展することを目的とした、環境観測技術
衛星 （A D E O S －Ⅱ）について、平成10年度頓の打上げを目標に平成5
年度から基礎研究を実施、平成 6年度から開発研究に着手。
また、平成 6年度より、A D E O S －Ⅱに搭載する成層圏オゾン等観測研
究機器の開発に着手。
平成5年度予算　　　 143百万円
平成6年度予算 ・ 1，的相 方円 く観測研究嘩器含む）

◎　 東アジア酸性雨監視ネットワーク構想の策定（5年度－）
東アジア地域の酸性雨モニタリング体制のあり方の検討、酸性雨モニタリ
ング手法の統一化のための調査研究の実施。
平成5年度予算　　　 23百万円
平成6年度予算　　　 39百万円 ・

● ・開発途上国等共同研究の推進（6年度－）
地球環境研究における国際協力、．特に地域レベル （アジア太平洋地域等）
での共同研究を実施。
平成6年度予軍　 地球環境研究総合推進費23億円の内数

◎　 気候変動観測 ・監視ネットワーク整備のための交流の実施
気候変動の世界的な観測・監視ネットワークの構築を図るため、開発途上
国の関係者を招噂し、温暖化とオゾン層破壊を中心とした観測 ・監視体制
・のあり方についての意見交換を行うとともに、開発途上国に対し専門家を
派遣し、観測・監視体制の現状の把握等を実施。
平成 5年度予算　　　 12百万円
平成6年度予算・　　 19百万円
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（2）環境保全技術の移転

◎　 海面水位観測ネットワーク整備に係わる調査の実施
アジア・太平洋地域における海面水位観測ネットワーク整備を推進するた
め、観測ネットワークのあるべき姿、観測及びデータ収集・伝送システム
の構築等ネットウーク整備のための調査を実施し、指針を策定。
′平成 5年度予算　　　 29百万円
平成 6年度予算　　　 30百万円

◎　 アジアにおける地球環境計測技術の共同研究の実施（5年度－）
地球環境問題のメカニズムの解明に資することを目的に、電磁波による地
球環境観測技術についてアジアにおける途上国と共同研究を実施。
平成 5年度予算　　　 52百万円
平成 8年度予算　　　 58百万円

◎　 高分解能3次元マイクロ波映像レーダによる地球環境計測・予測技術の
研究の実施（5年度－）
地球環境問題、自然災害や防災上の問題への迅速かつ機動的な対応を行う
とともに、その影響の大きさや広がり、またそれによる環境への影響を効
果的に予測するために、航空機搭載用の高分解能マイクロ波映像レーダの
開発、実験を実施。
平成 5年度予算　　 ．97百万円
平成6年度予算　　 100百万円

●　 農地水資源管理モニタリングシステム構築調査の実施（6年度）
環境保全に向けた農地水資源の適切な管理のため、農地水資源モニタリン
グシステムを構築し、開発計画立案及び資源管理に資するための調査を実
施。
平成 6年度予算　 ‘．39百万円

O　 U N E P国際環境技術センターの開設（4．10．30）
開発途上国に環境上健全な技術を移転することを目的とし、特に大都市の
総合的な環境管理及び淡水湖招集水域の総合的な環境管理を中心に研究を
行うU N E P国際環境技術センターを開設 （大阪、滋賀）。
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事 項 計 画 の 概 要 推 進 状 況

O 　 か ん が い 排 水 審 議 会 報 告 「地 球 環 境 問 題 の 解 決 に 向 け て 」 の 取 り ま と め
（5 ． 3 ．．1 8 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．
開 発 途 上 国 に お け る 農 業 農 村 を め ぐ る 諸 問 題 に 係 る 認 識 を 確 認 し 、 深 刻 化
す る 地 球 環 境 問 題 の 解 決 に 向 け て 、 技 術 移 転 等 の 我 が 国 の 農 業 農 村 開 発 協
カ の 推 進 方 策 に つ い て 取 り ま と め た 。

○ 　 環 境 保 全 技 術 移 転 促 進 調 査 費 （ 4 年 度 － 5 年 度 ）
開 発 途 上 国 に お け る 環 境 問 題 解 決 の た め に 必 要 な 技 術 に 関 し 、 相 手 開 発 途
上 田 に お け る 技 術 の 状 況 及 び 社 会 ・ 経 済 的 状 況 や 関 連 技 術 の 我 が 国 に お け
る 状 況 、 移 転 の 状 況 等 に つ い て 調 査 し 、 技 術 移 転 を 促 進 。
平 成 4 年 度 予 算 1 2 百 万 円
平 成 5 年 度 予 算 1 3 百 万 円

◎ 　 グ リ ー ン ・ エ イ ド ・ プ ラ ン の 推 進 （4 年 度 － ）
発 展 途 上 国 と の 緊 密 な 政 策 対 話 を 踏 ま え 、 我 が 国 官 民 が 有 す る エ ネ ル ギ ー
環 境 技 術 の 発 展 途 上 国 へ の 移 転 ・ 普 及 等 に よ り 、 発 展 途 上 国 の 環 境 問 潜 に
対 す る 自 助 努 力 を 積 極 的 に 支 援 す る た め の グ リ ー ン ・ エ イ ド ・ ブ ラ ン を 推
進 。
平 成 ’4 年 度 予 算 ． 　 　 　 2 7 億 円
平 成 5 年 度 予 算 　 　 　 1 2 0 億 円
平 成 6 年 度 予 算 　 　 　 1 4 0 億 円

○ 　 環 境 技 術 セ ン タ ー ネ ッ ト ワ ー ク 化 推 進 費 （5 年 度 ）
U N E P 国 際 環 境 技 術 セ ン タ ー と 各 国 の 環 境 保 全 セ ン タ ー 等 の ネ ッ ト ワ ー
ク 化 に 関 す る 意 向 、 共 通 の 課 題 等 に つ い て 渦 査 し 、 環 境 保 全 セ ン タ ー の ネ
ウ ト ワ ー ク 化 の 方 策 に つ い て 提 言 を と り ま と め 。 ．
平 成 5 年 度 予 算 　 　 　 1 8 百 万 円

◎ ・ ク リ ー ン ・ コ ー ル ・ テ ク ノ ロ ジ ー の 国 際 的 な 普 及 基 盤 整 備 の 推 進
（ 5 年 度 － ）
地 球 環 境 問 適 へ の 対 応 を 考 慮 し た 石 炭 生 産 ・ 利 用 技 術 （ ク リ ー ン ・ コ ー ル
・ テ ク ノ ロ ジ ー ） に つ い て 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 諸 国 に お け る 導 入 可 能 性 調 査
、 導 入 支 援 事 業 等 を 実 施 。
平 成 5 年 度 予 算 　 － 　 　 　 2 ， 7 7 7 百 万 円
平 成 6 年 度 予 算 　 　 　 　 3 ， 0 5 7 百 万 円
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（3）民 間 活動 の支 援

1

l

○　 公 害防 止事 業 団 法 の一 部 を改 正 す る法 律 の制定 （4．10 ．1施 行 ）

これ まで の業務 を通 じ事 業団 に蓄 積 されて い る公害 防 止 技術 等 に関 す る情

事臥 知識 等 で 、開 発 途上 国 の環 境 保全 に資 す るもの を整 理 し、提 供 す る事

業 を追加 。

◎　 環 境 事業 団地 球 環 境 基金 関係 経 費 （5年 度 －）

地 球 環 境保 全せ 目的 とす る民間 活 動 を支援 す るため 、環 境 事 業団 に国 及 び

民 間 の拠 出 に基 づ く 「地 球環 境基 金 」 を設 け、民 間団 体 の地 球環 境保 全 活

動 の助 成 その 他 の支 援 を実施。

平 成 5 年 度 予 算　　　 1，50 0百 万 円

平 成 6 年 度 予 算　　　 1，8 16百 万 円

●　 開 発 途上 国 の 民間 部 門 に おけ る環 境 管理 体制 支 援調 査 の実 施

我 が国 にお け る経験 を参考 に しつ つ、 開発 途上 国 の実 態 に つ いて調 査 を行

い、開 発途 上 国 の民 間 部門 に おけ る環 境管 理体 制 の整 備 を促 進 す る ため の

指 針 を策定 。
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平 成 6 年 度予 算　　　　　 1 7百 万 円
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（4）造林 等 の 国際 協 力 ◎　 シニア フ ォ レス タ ー会 議 フ ォ ロー ア ップセ ミナ ーの 開催 （第 1 回 ：4．11
．25 －28、 第 2 回 ：5 ．11．5－8、第 3 回予 定 ：6．11．4 －7）
国際 熱 帯木 材機 関 （I T T O ） の協 力 を得 て、熱 帯 林 に関 す る持 続 可 能 な
縫宮 の実現 の ため に必 要 な現 地実 践 プ ログ ラムの確 立 に向 け、世 界 の森 林
・林 業 の専 門 家 が参 加 （約 30か国 、国 際機 関） す るセ ミナ ー を開 催 。
平成 4 年度 予 算　　　 21百 万 円
平成 5 年度 予 算　　　 21百 万 円
平成 6 年度 予 算　　　 21百万 円

◎　 カー ボ ン ・シン ク ・プ ロ ジェク ト推 進調 査事 業 の実 施 （4年 度 － ）
地 球環 境保 全 を目的 とす る協力 の推 進 に資 す るため 、 C O 2 固 定能 力 に着
目 した森林 造 成 技術 指針 、 モデ ル造 林 計 画 に必 要 な調 査 の実 施 。
、平 成 4 年 度予 算　　　　 36百万 円
平 成 5 年 度予 算 1　　 36百万 円
平 成 6 年 度予 算　　　 36百万 円

◎　 海 外森 林酸 性 雨 被 害 対策 調査 事 業 の実 施 （4年 度 －）
熱 帯 地域 にお け る森 林 酸性 雨被 害 の早 期 防止 を図 る ため の被 害 の実 態 把 撞
及 び被害 対策 の確 立 に必要 な調 査 の実 施 。
平 成 4 年 度予 算　　　 54百万 円
平 成 5 年 度予 算　　　 54百万 円
平 成 6 年 度予 算　　　 54百万 円

○　 熱 帯 木材需 給 デ ザ イ ンプ ロジ ェク トの実施 （4年 度 － 5年 度 ）
西 暦 2000年 にお け る保 続生 産 量 の マ ク ロ的推 計 を行 い、熱 帯 木 材 の各 市 場
に対 す る丸 太、 製 品 別 の供 給量 の具 体的 見通 し及 び市 場動 向 を踏 ま え た熟
帯木 材 の需 給デ ザ イ ンを策定 す るた めの プ ロ ジェク トを実 施 。
平成 4 年度 予算　 33百 万 円
平 成 5 年度 予算　 3 1百 万 円

◎　 熱帯 林緊 急 保全 ・造 成 対策 人 材養 成 事業 の実 施 （5年 度 － ）
途 上国 の熱 帯 林 の 保全 ・造成 を推進 す るた め、 これ に直 接 従 事 す る林 業 技
能 者及 び社会 林 業 を指 導 す る普 及担 当者 の育成 を図 るた め の技 術 研修 と、
林 業 N G O 等 の 活 動 を促 進 す るた め、組 織の あ り方 や技 術 の通 用 性等 の 検
討 に必要 な調 査 の 実 施 。
平成 5 年度予 算　　　　 471∃．万 円
平成 6 年度予 算 ・　　　 47百万 円

間隔間間野間閲輝問閻畢関野桝
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◎　 熱 帯 木 材 付 加 価 値 向 上 推 進 事 業 の 実 施 （5 年 度 － ）

熱 帯 木 材 の 付 加 価 値 向 上 を 図 る た め 、 熱 帯 木 材 生 産 国 に お け る 木 材 加 工 産

業 に つ い て 調 査 分 析 し、 生 産 国 に お け る効 率 的 な 木 材 加 工 産 業 の 育 成 等 の

た め の ガ イ ド ラ イ ン め 作 成 を 実 施 。

平 成 5 年 度 予 算　　　 13百 万 円

平 成 6 年 度 予 算　　　 12百 万 円

◎　 地 球 環 境 保 全 農 業 技 術 協 力 推 進 事 業 の 実 施 （5 年 度 － ）

熱 帯 林 の 保 全 と 開 発 途 上 国 の 持 続 的 な 農 業 の 発 展 に 資 す る た め 、 焼 畑 移 動

耕 作 地 域 等 に お け る 持 続 的 な 営 農 シ ス テ ム を 確 立 し、 地 球 環 境 保 全 農 業 技

術 協 力 マ ニ ュ ア ル を 作 成 す る 事 業 の 実 施 。

平 成 5 年 度 予 算　　　 16 百 万 円

平 成 6 年 度 予 算 ・　　 2 2 百 万 円

◎　 熱 帯 林 保 全 農 業 ・農 村 開 発 実 証 調 査 の 実 施 （5 年 度 － ）

熱 帯 林 保 全 の た め の 持 続 的 農 業 ・農 村 開 発 に 係 る．現 地 実 証 調 査 に つ い て 、

イ ン ドネ シ ア の ア ラ ン ア ラ ン 草 原 を 対 象 と し て 、 そ の 未 利 用 地 及 び 耕 作 放

棄 地 の 農 地 と し て の 効 率 的 利 用 の た め の 実 証 調 査 を 実 施 。

（．D
I

平 成 5 年 度 予 算　　 1 14 百 万 円

平 成 6 年 度 予 算　　 15 8 百 万 円

●　 熱 帯 造 林 木 利 用 技 術 開 発 等 調 査 事 業 の 実 施 （6 年 度 － ）

開 発 途 上 国 に お い て 利 用 技 術 が 確 立 さ れ て い な い 早 生 造 林 樹 種 の 新 た な 用

途 開 発 と 、 そ の た め に 必 要 な 森 林 施 薬 技 術 マ ニ ュ ア ル の 作 成 を 通 じ て 熱 帯

林 造 成 を 促 進 す る 事 業 の 実 施 。

平 成 6 年 度 予 算　　　 4 4 百 万 円

●　 環 境 配 慮 型 熱 帯 林 管 理 事 法 確 立 調 査 事 業 の 実 施 （6年 度 － ）

ア マ ゾ ン の 森 林 に つ い て 、 地 球 環 境 保 全 と 持 続 的 経 営 に 資 す る 森 林 管 理 計

画 の 策 定 方 法 を 確 立 す る た め の 調 査 の 実 施 。

平 成 6 年 度 予 算　　　 9 9 百 万 円

●　 持 続 的 経 営 コ ス ト分 析 モ デ ル 事 業 の 実 施 （6 年 度 － ）

熱 帯 林 の 持 続 的 経 営 を 推 進 す る た め 、・持 続 的 経 営 の 達 成 に 必 要 な 資 金 及 び

そ の 確 保 等 に つ い て 、 生 産 、 流 通 、 販 売 全 般 に わ た る モ デ ル シ ス テ ム を 策

定 。

平 成 6 年 度 予 算　　　 4 1百 万 円

● ●
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事項 1 計画の概要 推進状況

第 2節　 国際責献の新たな展
開

1．国際平和 ・安定への責献 （1）国連機能の強化を支援、その平和維 O　 「国際平和協力法」の制定 （4．8．10施行）
持活動等に対する積極的貢献 同法の施行により、総理府に国際平和協力本部が設けられるとともに、

①　 同僚連合平和維持活動
③　 国際連合が行う決議又は人道的活動に従事する国際機関等からの要諦
を受けて行われる人道的な国際救援活動
に適切かつ迅速に協力し得る体制を整備

○　 テンゴラ共和国への派遣 （選挙監視分野） （4．臥8 閣議決定）

第2次同僚連合アンゴラ監視団 （U N A V E M　 Ⅱ）が実施した国連平和
維持活動に参加するため、選挙監視要員を派遣。

○ ・カンボディアへの派遣 （停戦監視分野、文民警察分野、後方支援分野、
選挙分野等）
国際連合カンボディア暫定機構 （U N T A C ）が実施する国連平和維持活
動に参加するため、停戦監視要貞、文民警察要貞、施設部隊等を派過 （
4．9．8 閣議決定）。
平成 5年 5月末に実施された制棄議会選挙のため、選挙要貞を派遣 （5．
4．27閣議決定）。

○　 モザンビークへの派過 （司令部業務分野、輸送調整分野） （5．4．27閣議
決定）
国際連合モザンビーク活動 （O N U M O Z）が実施する国連平和維持活動
に参加するため、司令部要員及び輸澤調整部隊を派適中。・

○　 ェル・サルヴァドルへの派過 （選挙監視分野） （6．3．8 閣議決定）
国際連合エル・サルヴァドル監視団 （O N U S A L）に参加するため、遇
挙監視要員を派遣。

○　 国際連合に対する物資協力
U N T A C からの要請を踏まえ、テレビ・ビデオ、小型発電機及び医療品
を無償供与 （4．9．11閣議決定）。
平成 4年度予備費 1 8 6百万円 （輸送費を含む）
U N T A C からの要請を踏まえ、小型ラジオ、ラジオカセットレコーダー
を無償供与 （5．1．22閣議決定）。
平成 4年度予備費 1 8 6百万円 （輸送費を含む）
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事 項 計 画 の 概 要 推 進 状 況

（功 　 武 器 輸 出 規 制 、 大 量 破 壊 兵 器 拡 散 防 ． ○ 　 輸 出 貿 易 管 理 令 及 び 外 国 為 替 管 理 令 並 び に 関 係 省 令 の 改 正 （4 ． 1 2 ． 3 1 、
止 等 に つ い て の 国 際 的 取 組 の 強 化 。 旧 5 ． 1 ． 2 0 、 5 ． 7 ． 1 、 5 ． 7 ．．1 6 施 行 ）
ソ 連 の 核 兵 器 関 連 課 題 へ の 取 組 。

（3 ）難 民 問 題 へ の 支 援 ・ 童 献

核 関 連 資 機 材 、 生 物 兵 器 関 連 資 機 材 等 の 輸 出 管 理 に 関 す る 国 際 合 意 に 基 づ
く 輸 出 貿 易 管 理 令 及 び 外 国 為 替 管 理 令 並 び に 関 係 省 令 の 改 正 。

○ 　 産 業 構 造 審 議 会 に 安 全 保 障 貿 易 管 理 部 会 を 設 置
平 成 4 年 9 月 に 産 業 構 造 審 議 会 に 安 全 保 障 貿 易 管 理 部 会 を 設 置 し 、 冷 戦 後
の 安 全 保 障 環 境 の 変 化 に 対 応 し た 輸 出 管 理 の 在 り 方 及 び 今 後 の 在 り 方 に つ
い て 議 論 、 平 成 5 年 3 月 に 報 告 書 「安 全 保 障 輸 出 管 理 の 今 後 の 在 り 方 に つ
い て 　 － 大 量 破 壊 兵 器 等 の 拡 散 防 止 の た め に － 　 〔意 見 具 申 〕 」 を と り ま
と め た 。

● 　 海 外 輸 出 管 理 事 情 調 査 委 託
ア ジ ア 諸 国 に お け る 輸 出 管 理 体 制 整 備 の 支 援 を 行 う 前 提 と し て 、 ㍉対 象 諸 国
の 輸 出 管 理 の 実 態 を 把 捉 す る と と も に 、 先 進 諸 国 の 不 拡 散 型 輸 出 管 理 体 制
に つ い て 渕 査 。
平 成 6 年 度 予 算 　 　 　 　 2 2 百 万 円

◎ 　 国 際 科 学 技 術 セ ン タ ー へ の 協 力
旧 ソ 連 地 域 の 大 量 破 壊 兵 器 関 連 科 学 者 ・ 技 術 者 に 対 し 、 平 和 目 的 の プ ロ ジ
ェ ク ト を 提 供 す る こ と に よ り 、 第 3 国 へ の 頭 脳 流 出 を 防 止 す る と の 目 的 で
、 ロ シ ア 国 内 に 「国 際 科 学 技 術 セ ン タ ー 」 を 米 、 E C 、 霹 と 共 に 設 立 （設
立 協 定 は 4 年 1 1 月 著 名 ） 。 我 が 国 は 本 件 セ ン タ ー に 対 し 、 C I S 諸 国 及
び グ ル ジ ア を 対 象 と し て 2 ， 0 0 0 万 ド ル の 資 金 責 献 を 表 明 済 。
平 成 5 年 度 予 算 　 　 約 9 0 0 万 ド ル
平 成 6 年 度 予 算 　 　 約 4 0 0 万 ド ル

◎ 　 国 連 難 民 弁 務 官 事 務 所 計 画 へ の 拠 出 の 拡 充
平 成 4 年 度 予 算 　 　 　 　 　 7 ， 5 0 0 万 ド ル
平 成 5 年 度 予 算 　 　 　 　 　 8 ， 3 0 0 万 ド ル
平 成 6 年 度 予 算 　 　 　 　 1 0 ， 0 0 0 万 ド ル

◎ 　 国 連 パ レ ス チ ナ 難 民 救 済 事 業 機 関 へ の 拠 出 の 拡 充
平 成 4 年 度 予 算 　 　 　 　 1 ， 1 0 0 万 ド ル
平 成 5 年 度 予 算 　 　 　 　 1 ， 2 0 0 万 ド ル
平 成 6 年 度 予 算 　 　 　 　 　 2 ， 0 0 0 万 ド ル
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事項 計画の概要 推進状況

2．知的な面での童献

（4） 「中期防衛力整備計画 （平成 3年度 ○　 中期防衛力整備計画 （平成3年度～平成 7年度）の修正
～平成 7年度）」の修正

（1）我が国の経験の整理

（2）旧ソ連地域 ・東欧等への専門家派過等

（3）政策対話の充実、自助努力統計の作成

（4．12．18 安全保障会議及び閣議決定）
内外諸情勢の変化を可能な限り早期に防衛力整備に反映させる必要がある
ことから、 「中期防衛力整備計画 （平成3年度～平成7年度）」において
3年後に行うこととさ郭ている計画の修正をこれを待たずして実施0

◎ ．長期経済協力方針の実施の調整のための調査 （平成5年度－）
我が国の明治以降 100年余りの間の経済政策等の分野における経験を途上
国等で利用が可能な形に体系的に整理するための調査。
平成5年度予算　　　 14百万円
平成6年度予算　　　 14百万円

◎　 旧ソ連邦市場経済促進に関する経済計画調査等 （平成4年度－）
（第8章第3節 3．（1）参照）

○　 旧ソ連地域 ・東欧等への専門家派過等の拡充
行政、運輸交通、農業、保健医療、中小企業、原子力安全等の分野での専
門家派遣、研修員受入を実施。

◎　 自助努力統計の作成 （平成 5年慶一）
途上国の自助努力を支援するため途上国の自助努力統計等の作成について
検討。
平成5年度予算　　　　 7百万円
平成 6年度予算　　　　 7百万円

◎　 国別インフラ整備 ・協力方針策定調査 （平成 5年度一）
我が国と途上国の政策担当者、学識経験者によるインフラ整備に関するセ
ミナ一等の実施。
平成5年度予算　　　 12百万円
平成 6年度予算　　　　 20百万円


